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Ⅰ 問題と目的  
１．性の多様性に関する文部科学省の動き  







































































































Ⅱ 方法  
１．対象  
 富山短期大学幼児教育学科 2 年生に在籍する学生 86 名（2013 年度）の、授業後感想文  
を分析の対象とした。保育内容「言葉Ⅱ」（2013 年度後期開講、選択必修）の履修者に対し
て、「保育の場におけるジェンダー」をテーマに保育者の言葉かけや環境構成について考え


























３．幼児期からのジェンダー ～なぜ幼児期のジェンダーを問題とするのか～  
 (1)ジェンダーの形成過程 (2)幼児期の発達特性 (3)ジェンダー形成に影響を与える要因  
４．3 つの軸で考える多様な性のありよう  
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Ⅲ 結果と考察  
子どもの性をめぐる問題は 6つの概念でとらえられていることが明らかとなった（表 1）。  
表の中の（人数）は、該当する言葉を用いた人数で、頻度とは異なる。同一人が該当する言
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表 1 生成された概念  









(20 人 ) 
男女で色分けをする 女はスカート、男はズボン 男女
別に整列 男女別の名簿 性別で呼びかけ 性別のチー
ム編成 性別で分かれて行動する 
性別による経験内容の違










固定意識の排除 (10 人 ) 固定概念にとらわれない 
固定意識をもたない  固定的なとらえ方をしない 
決めつけの排除 (12 人 ) 決めつけた見方をしない 
偏った見方をしない  偏見をもたない 
当たり前を疑う (9 人 ) 当たり前を疑う 
見かけで判断しない  





無意識の関わり (23 人 ) 無意識に関わる 
無意図的な関わり (9 人 ) 無意図的に行う 
何気ない行い (1 人 ) 何げなくする 
多様性の
尊重  
個性の尊重 (11 人 ) 一人一人個性をもった人として接する 
その子らしさを尊重する 
自分らしさを大切にする 
多様な性の尊重 (7 人 ) 多様な性を持った人として尊重 
様々な性を理解する 
その人自身を理解する  






性別への違和感 (13 人 ) 体とは違った心の性別をもつ人がいる 
性別への違和感をもつ子ども  性同一性障害の人 
“らしさ”の転換 (6 人 ) 男の子らしい女の子の存在 男女で同じ名前がある 
想像力を
働かせる  
想像力を働かせる (9 人 ) もしかすると～かもしれない 



























































































注 1）性同一性障害は、2013 年の DSM-5 で、より病理性の薄い「性別違和」という疾患名
に変更された（針間 2016）。さらに、2018 年、WHO 発行の ICD-11 では、障害・疾病には
分類されず、「性別不合」の語を用い、性の健康に関する状態として位置づけられた。本稿
では従来通りの性同一性障害の語を用いている。 
注 2）2013 年 4 月から 12 月の間に、性同一性障害と考えられる子どもに対して学校が行っ
た対応に関する調査。全国の小中高等学校を対象にしたこの調査によれば、報告のあった件








覚し始めた時期は、全体の 56.5％(1167 症例中 660 例)が、小学校入学以前であることを報
告している。FTM（出生時は女性の性別をあてがわれたが男性として生きる人）当事者では
70％（515 例）が、MTF（出生時は男性の性別をあてがわれたが女性として生きる人）当事
者では 33.6％（145 例）となっている。 
注 4）「いのちリスペクト。ホワイトリボン・キャンペーン」は、2013 年 10 月から 12 月、
インターネットを通じて調査を実施。LGBT 全般を対象に学校生活に関する調査が行われた
のは初めてで、609 名から回答があった。LGBT 当事者の 7 割にいじめの被害経験があり、
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